
今
夜
郷
州
月

間
中
只
独
自
一
羽

進
憐
一
小
児
女

未
解
憶
長
安 国

，じれ

婦

詩

の

と

月

と

今
夜
部
州
の
月

樹
中
口
ハ
だ
独
り
若
ん

議
か
に
憐
れ
む
小
児
女
の

未
だ
一
長
安
を
憶
ふ
を
解
せ
ざ
る
を

清
輝
玉
轡
架
か
ら
ん

何
時
帰
鹿
幌
何
れ
の
時
か
度
税
に
街
り

双
沼
山
一
蹴
痕
乾
双
び
照
ら
さ
れ
て
涙
痕
乾
か
ん

社
前
の
「
月
夜
」
の
詩
。
五
徳
一
元
年
(
七
五
六
)
秩
、
長
安
で
安

株
山
の
紋
中
に
在
っ
た
杜
甫
が
、
疎
開
先
郡
川
に
在
る
…
裂
を
思
つ
て

の
作
で
あ
る
。
こ
こ
で
社
南
は
、
月
に
対
し
て
、
こ
の
月
を
見
つ
つ

夫
で
あ
る
自
分
を
思
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
妻
を
慕
い
思
う
。

山
木
の
葱
立
方
は
、
吋
抑
制
組
問
腸
秋
』
巻
十
に
於
て
、
劉
中
小
の
韻
荘
に

「
千
里
を
隔
て
て
明
月
を
共
に
す
」
の
句
の
あ
る
如
く
、
人
は
互
い

山

潟

度

口

に
所
を
異
に
す
る
も
、
眺
め
る
月
は
同
じ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
戦
乱

に
よ
り
妻
と
隔
て
ら
れ
た
杜
甫
が
、
月
を
見
て
妻
を
思
う
は
人
情
の

自
然
で
あ
り
、
社
甫
が
「
月
夜
」
「
一
百
五
百
夜
対
月
!
一
「
江
月
」
の

詩
に
、
月
を
見
て
萎
を
思
う
も
謝
荘
の
意
に
同
じ
で
あ
ろ
う
、
と
一
一
一
一
向

。

ト

h
/
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コ
百
五
日
夜
対
月
ー
一
「
江
月
」
の
二
篇
、
「
月
夜
」
の
詩
と
共
に
、

月
を
見
て
一
世
択
を
患
い
、
一
委
も
ま
た
同
じ
そ
の
月
を
見
て
、
夫
で
あ
る

自
分
を
患
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
想
像
す
る
。
こ
の
点
発
想
を
同
じ

く
し
、
蔦
立
方
の
品
一
一
向
の
如
く
で
あ
る
。

社
詩
に
は
、
こ
れ
ら
と
向
じ
く
、
言
わ
ば
「
月
を
共
に
す
る
」

〈
以
下
礎
宜
上
「
月
を
共
に
す
る
」
、
或
は
「
共
に
す
る
月
」
を
以
て

示
す
。
)
と
の
発
想
を
示
す
も
の
と
し
て
次
の
二
篇
が
あ
る
。

月
夜
滋
hrd
，弟

成
鼓
断
人
行
成
鼓
人
一
行
断
え

辺

私

一

辺

敬

一

擦

の

り
出
く



月
是
故
郷
関

〈略〉

月
円

拡
月
当
楼
前

線
、
江
動
夜
間
肝

〈略〉

故
関
松
桂
発
故
閤
松
桂
発
き

万
盟
共
清
輝
万
盟
清
輝
を
共
に
せ
ん

い
ず
れ
も
、
「
月
を
共
に
す
る
」
の
相
手
は
故
郷
で
あ
り
、
さ
き

の
「
月
夜
」
等
の
詩
に
於
け
る
そ
れ
が
萎
で
あ
る
の
に
兵
る
が
、

「
月
を
共
に
す
る
」
の
発
想
を
と
る
こ
と
に
於
て
相
同
じ
い
。
尚
、

「
月
夜
憶
舎
弟
」
の
「
月
是
故
郷
問
問
」
に
つ
い
て
、
仇
兆
業
は
、
「
故

郷
の
明
と
は
、
猶
ほ
走
れ
故
郷
の
月
色
の
ご
と
き
な
り
。
」
(
『
杜
詩

詳
註
』
巻
七
〉
と
注
す
る
が
、
鈴
木
虎
雄
氏
は
、
「
仇
氏
は
月
拐
の
色

故
郷
の
ご
と
し
と
と
く
、
部
見
は
『
故
'
郊
に
も
亦
間
切
な
る
な
ら
ん
』

の
議
、
光
を
共
に
す
る
の
意
な
る
べ
し
と
お
も
ふ
。
」
(
『
社
少
陵
詩

集
』
中
巻
〈
統
国
訳
漢
文
大
成
〉
)
と
説
か
れ
た
。
妥
当
な
解
で
あ

ろ
う
。

月
は
走
れ
故
郷
の
関

孤
月
楼
に
当
り
て
満
ち

寒
江
夜
間
鮮
に
動
く

と
こ
ろ
で
、
月
に
対
し
て
人
を
思
う
の
詩
、
或
は
か
か
る
表
現
を

有
す
る
詩
の
例
は
、
早
く
漢
代
に
見
え
る
も
の
の
如
く
、
そ
し
て
六

朝
識
に
至
る
と
、
そ
の
例
ま
さ
に
枚
挙
に
暇
無
し
の
観
を
呈
す
る
。

然
る
に
、
例
え
ば
吋
先
素
濃
貌
鷲
南
北
朝
詩
』
(
途
欽
立
纂
韓
、
中
華

醤
局
刊
〉
に
拠
っ
て
覧
る
に
、
う
ち
、
所
謂
「
月
を
共
に
す
る
」
の

発
想
に
従
う
も
の
で
、
管
見
に
入
っ
た
も
の
十
首
を
越
え
ず
、
そ
の

例
、
寧
ろ
稀
少
と
…
一
一
一
向
う
べ
き
で
あ
る
。
今
、
う
ち
四
例
を
挙
げ
て
お

」こ
λ
ノ
。

!新巷君拐
絶中を月
す情合高
部思む楼
妾満千を
のはち毘!胃、
揚去 のら
をた 光す

明
月
昭
山
崎
楼

含
君
千
思
光

巷
中
清
思
満

断
絶
弧
安
腸

〈略〉
(
宋
湯
恵
休
つ
怨
詩
行
」
〈
『
楽
府
詩
集
』
巻
十
一
〉
)

始
見
西
南
楼
始
め
に
西
南
の
楼
に
見
え

繊
繊
如
玉
鈎
線
識
と
し
て
玉
鈎
の
如
し

〈略〉

三
五
二
八
時
三
五
二
八
の
時

千
里
与
君
間
千
里
君
と
問
に
す

〈略〉
(
宋
絶
照
「
翫
月
域
密
門
躍
中
詩
」
〈
『
文
選
』
巻
三
十
〉
〉

秋
月
出
中
天
秋
月
中
天
に
出
で

遠
近
無
一
端
異
遠
近
偏
異
無
し

共
照
一
光
韓
共
に
照
ら
す
一
光
輝
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各
懐
離
mm
思
各
々
懐
く
離
別
の
思
ひ

(
探
武
帝
「
辺
成
詩
」
〈
『
五
台
新
一
詠
集
』
巻
十
〉
)

私
風
両
郷
怨
秋
風
雨
郷
の
怨
み

秋
月
千
畏
分
秋
月
千
里
に
分
か
る

寒
校
寧
共
採
集
、
校
寧
ん
ぞ
共
に
採
ら
ん

霜
猿
行
独
関
霜
猿
行
々
独
り
開
聞
か
ん

〈
り
殊
部
雲
「
送
沈
記
室
夜
別
詩
」
第
三

i
六
句
〈
『
詩
紀
』
巻

七
十
七
V

)

か
か
る
発
想
に
従
う
例
の
乏
し
さ
は
、
続
く
唐
代
に
至
っ
て
も
尚

不
変
と
一
一
一
一
向
う
べ
く
、
か
か
る
傾
向
は
、
特
に
、
月
に
対
し
て
夫
を
思

〈

1
〉

う
、
所
謂
「
思
婦
」
の
詩
に
於
け
る
「
思
婦
」
と
「
月
」
と
の
関
係

を
採
る
上
で
先
ず
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

詩
、
特
に
六
朝
詩
に
於
て
顕
著
に
見
ら
れ
る
「
思
婦
」
の
詩
。
婦

の
月
に
対
し
て
夫
を
思
う
詩
は
、
そ
の
中
で
ま
た
大
き
な
比
重
を
占

め
、
用
例
も
豊
富
で
あ
る
。
そ
の
「
忠
婦
」
と
「
月
」
と
を
結
び
つ

け
る
も
の
、
或
る
場
合
に
は
、
既
述
の
如
き
「
月
を
共
に
す
る
い
の

発
想
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
用
例
の
乏
し
さ
と
、
「
思

婦
」
と
叶
月
」
と
の
緊
衝
な
関
係
と
を
合
わ
せ
考
え
れ
ば
、
そ
れ
は

決
し
て
木
質
的
な
も
の
で
は
な
く
、
地
に
よ
り
本
質
的
、
普
通
的
要

因
の
存
在
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
謝
荘
の
「
月
賦
」
ハ
『
文
選
』
巻
十
一
一
一
)
は
、
親
交
厚

き
応
場
・
都
禎
の
死
に
落
胆
せ
る
麓
曹
植
に
、
王
祭
が
そ
の
命
に
応

じ
て
文
章
を
献
上
し
た
と
の
設
定
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
終
り
に

次
の
歌
が
見
え
る
。

美
人
選
今
音
塵
観

照
千
里
今
共
明
月

縮
問
内
歎
今
将
藷
歌

美
人
遇
、
き
て
音
塵
関
え

千
里
を
隔
て
て
明
月
を
共
に
す

ゃ

風
に
臨
み
て
歎
く
こ
と
将
た
駕
ん
ぞ
歓
ま

ん

川
路
長
今
不
可
越
川
路
長
く
し
て
越
ゆ
可
か
ら
ず

例
制
宋
の
顔
延
之
が
、
ヰ
ヰ
武
帝
に
答
え
て
「
荘
始
め
て
千
里
を
照
て

て
明
月
を
共
に
す
る
を
知
る
。
」
と
説
い
た
と
い
う
(
蕩
立
方
、
前

掲
書
)
の
は
こ
の
歌
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
歌
、
君
王
が
日
中
の

遊
び
を
嫌
い
、
夜
宴
を
楽
し
ま
ん
と
、
月
に
照
ら
さ
れ
た
御
殿
に
赴

く
と
、
人
々
の
心
は
結
ぼ
れ
、
痛
み
憂
え
る
気
持
を
晴
ら
す
す
べ
な

く
、
た
だ
月
に
向
か
っ
て
歌
っ
た
と
い
う
そ
れ
で
あ
る
。
従
っ
て
、

こ
こ
に
言
う
「
美
人
」
は
、
出
出
品
辞
』
に
於
て
特
徴
的
に
見
ら
れ
る

(
2〉

如
く
、
君
王
に
漏
え
る
と
と
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
『
楚

辞
』
に
於
て
そ
う
で
あ
る
如
く
、
「
美
人
」
と
人
と
の
関
に
は
、
男

女
の
恋
矯
を
も
設
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
表
の
意
に
よ
っ
て
「
美

人
」
を
女
性
と
し
、
一
人
一
男
性
と
す
る
、
或
は
裂
の
窓
に
よ
っ

て
「
美
人
」
を
男
性
と
し
、
人
」
を
女
性
と
す
る
、
そ
の
い
ず
れ

に
よ
ろ
う
と
、
こ
の
散
が
「
思
婦
」
の
詩
の
風
格
を
備
え
る
も
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の
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
。
ま
た
こ
の
「
月
い
、
「
千
患
を

隔
て
て
明
月
を
共
に
す
に
と
歌
え
ば
、
明
か
に
「
共
に
す
る
月
」

で
は
あ
る
が
、
必
ず
し
も
、
こ
の
こ
と
を
以
て
、
一
i

思
婦
」
と
「
月
」

と
を
結
び
つ
け
る
本
一
鎖
的
、
普
通
的
要
国
と
す
る
わ
け
に
ゆ
か
な
い

こ
と
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
女
性
が
月
を
見
て
男
性
を

思
う
と
い
う
パ
タ

i
ン
に
注
自
す
る
に
と
ど
め
、
、
今
し
ば
ら
く
、

唐
以
前
の
詩
で
、
「
思
婦
」
の
情
と
「
刃
」
と
の
関
連
の
見
ら
れ
る

詩
に
つ
い
て
、
そ
の
実
態
を
う
か
が
う
こ
と
に
し
よ
う
。

雁
南
征
今
欲
寄
辺
一
戸

雁
北
帰
今
為
得
漢
音

雁
飛
高
今
滋
難
均
一
帯

経
南
に
征
け
ば
辺
戸
を
寄
せ
ん
と
欲
し

鮭
北
に
帰
れ
ば
漢
音
を
得
ん
と
為
す

舷
飛
ぶ
こ
と
高
く
し
て
選
と
し
て
尋
ね

難
く

あ
ん
あ
ん

空
し
く
腸
を
断
ち
て
思
ひ
情
憎
た
り

眉
を
援
め
月
に
向
ひ
て
雅
琴
を
撫
す
れ

J
i
h
 

、
よ
L
よ

五
拍
冷
冷
意
弥
深
五
拍
冷
冷
と
し
て
意
弥
之
床
し

Q
楽
府
詩
集
』
巻
五
十
九
)

後
漢
の
蒸
談
の
作
と
伝
え
る
「
胡
歌
十
八
拍
」
の
第
五
拾
で
、
胡

地
に
在
る
嬬
(
茶
淡
)
が
、
故
国
漢
土
に
帰
り
た
く
も
帰
れ
な
い
こ

空
断
腸
今
思
惜
情

讃
居
向
月
今
探
雅
悲

と
を
憂
い
、
月
中
一
見
つ
つ
愁
践
を
集
め
る
さ
ま
を
歌
う
。
こ
の
婦
、

一
言
う
ま
で
も
な
く
所
謂
「
思
婦
」
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
こ
で
は
、
そ

の
「
思
婦
レ
に
と
り
、
「
月
に
向
う
」
こ
と
が
恰
も
必
然
の
如
く
歌

わ
れ
、
「
思
婚
」
と
「
月
」
と
の
緊
密
な
関
係
を
う
か
が
わ
せ
る
。

こ
の
「
月
い
に
、
遠
く
漢
土
を
も
照
ら
す
月
、
即
ち
「
共
に
す
る

舟
」
の
性
格
を
お
び
さ
せ
る
の
は
、
や
は
り
取
り
過
ぎ
と
い
う
も
の

で
あ
ろ
う
。

明
月
何
絞
絞
明
月
何
ぞ
股
絞
た
る

う
す
ダ
ぬ

L
ょ
う
い

照
我
羅
林
韓
我
が
羅
の
林
韓
を
照
ら
す

憂
愁
不
能
探
憂
愁
し
て
媒
ぬ
る
能
は
ず

撹
衣
起
俳
祖
衣
を
撹
り
て
起
ち
て
俳
個
す

客
行
難
云
楽
客
行
楽
し
と
一
五
ふ
と
雄
も

不
如
早
旋
嬬
早
く
旋
帰
す
る
に
如
か
ず

出
一
円
独
訪
復
戸
を
出
で
て
独
り
佑
復
し

愁
思
当
告
誰
愁
思
当
に
誰
に
か
告
ぐ
べ
き

〈
び

引
領
還
入
一
房
領
を
引
き
て
還
り
て
一
局
に
入
れ
ば

一
訳
下
治
裳
衣
一
夜
下
り
て
裳
衣
を
治
す

(
『
文
選
』
巻
二
十
九
)

「
古
詩
十
九
首
:
一
第
十
九
。
現
月
の
夜
、
旅
に
在
る
夫
を
患
い
、
憂

愁
憂
思
す
る
。
「
現
月
何
故
絞
、
照
我
羅
林
韓
。
」
の
二
匂
は
、
次
の

「
憂
愁
不
能
疾
」
を
同
引
き
起
し
、
以
下
の
「
忠
婦
」
の
情
を
イ
メ

i
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〈

3
)

ジ
す
る
も
の
と
し
て
在
る
。
恰
も
『
詩
経
』
の
詩
に
於
げ
る
「
輿
」

の
表
現
法
の
如
く
で
あ
る
。
吋
楽
府
詩
集
』
四
十
四
一
所
収
の
「
子
夜

歌
」
四
十
二
首
は
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
「
思
婦
」
の
詩
と
見
な
す

こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
第
三
十
三
首
に
「
夜
長
く
し
て
眠
る
を
得

ず
、
明
月
何
ぞ
灼
灼
た
る
。
」
と
あ
る
は
、
「
古
詩
十
九
首
」
の
そ
れ

と
略
々
向
じ
表
現
で
、
間
性
質
の
表
現
と
見
な
す
べ
き
も
の
で
あ

る。
税
の
文
帝
曹
一
ム
の
「
燕
歌
行
」
〈
『
文
選
』
巻
二
十
七
)
は
、
曹
京
一

が
、
旅
に
在
る
夫
を
思
う
一
安
(
思
婦
)
に
代
っ
て
憂
愁
の
清
を
歌
っ

た
も
の
で
あ
る
が
、
旅
中
の
夫
を
思
い
、
空
間
を
か
こ
つ
情
を
切
々

と
歌
い
あ
げ
、
次
の
よ
う
に
一
筋
を
終
結
す
る
。

明
月
絞
版
関
山
我
林
間
関
月
股
絞
と
し
て
我
が
林
を
照
ら
し

星
撰
西
流
夜
未
央
混
一
漢
西
に
流
れ
て
夜
未
だ
央
き
ず

葎
牛
織
女
態
相
盟
一
一
葦
牛
織
女
強
か
に
相
望
む

爾
独
何
事
限
前
梁
瀦
独
り
何
の
事
あ
り
て
か
河
梁
に
限
ら
る

辺
部
漢
西
流
夜
来
央
」
の
句
は
、
意
味
上
、
以
下
の
二
句
に
連
絡
す

る
が
、
「
明
月
絞
鮫
問
問
我
淋
」
は
次
勾
に
続
く
か
に
見
え
て
、
突
は

文
意
上
孤
立
し
、
し
か
も
そ
の
前
文
を
承
け
る
に
、
そ
の
表
現
は
い

か
に
も
唐
突
で
あ
る
。
こ
の
句
、
恐
ら
く
前
掲
の
「
吉
詩
十
九
首
」

の
詩
の
腎
…
棋
の
二
勾
を
踏
ま
え
る
で
あ
ろ
う
が
、
「
古
詩
十
九
首
」

の
例
に
於
て
既
に
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
「
思
婦
」
の
情
を
イ
メ
i

ジ
す
る
、
言
わ
ば
定
型
化
さ
れ
た
常
套
句
と
し
て
挿
入
さ
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
象
徴
性
に
富
む
表
現
で
あ
る
。
こ
う

し
た
表
現
は
、
そ
の
後
に
於
て
も
、
多
少
の
変
化
を
加
え
つ
つ
、
特

に
所
誇
「
思
婦
」
の
詩
に
於
て
顕
著
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

宋
飽
令
醸
の
作
「
代
嘉
沙
門
妻
郭
小
玉
詩
」
其
の
一
を
挙
げ
て
お
こ

ムノ。

明
月
何
較
絞
明
月
何
ぞ
絞
絞
た
る

す
い
こ
う
ら
い
ん

垂
一
幌
照
羅
菌
琵
幌
羅
菌
を
照
ら
す

若
共
相
思
夜
相
患
の
夜
を
共
に
す
る
が
若
く

あ
し
た

知
向
護
怨
長
憂
怨
の
恩
況
を
問
に
す
る
を
知
る

〈
『
玉
台
新
詠
集
』
巻
思
)

こ
の
ほ
か
、
向
じ
く
「
思
婦
」
の
情
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
も
の
と
し

て
、
「
明
月
沼
山
高
楼
」
の
句
が
あ
る
。

明
月
開
…
高
楼
明
月
高
楼
を
照
ら
し

流
行
正
俳
担
流
行
正
に
俳
街
す

上
有
愁
思
婦
上
に
愁
患
の
嬬
有
り

悲
歎
有
余
亥
悲
歎
し
て
余
哀
有
り

〈略〉
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会
文
選
』
巻
二
十
一
一
一
〉
〉

長
い
間
夫
と
離
践
し
、
空
間
を
守
る
萎
の
悲
京
と
夫
へ

の
怨
み
を
歌
う
、
コ
忠
婦
」
の
詩
で
あ
る
が
、
こ
の
冒
頭

こ
の



の
二
句
は
、
や
は
り
「
忠
婦
」
の
情
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
象
徴
的
表
現

で
あ
り
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
更
に
次
の
二
句
を
引
き
起
す
役

割
古
来
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
句
も
ま
た
、
言
わ
ば
常
套
句
と
し

て
他
の
詩
に
も
用
い
ら
れ
る
。

長
風
嶋
北
林
良
風
北
林
に
鳴
き

焔
耀
東
南
飛
嫡
熔
東
南
に
飛
ぶ

際
一
一
一
一
同
一
防
相
思
艇
は
く
は
相
思
ふ
所
に
一
一
一
同
へ

E
幕
不
琵
雌
日
暮
る
る
も
維
を
霊
れ
ず
と

明
月

mm高
楼
明
月
高
楼
を
照
ら
し

ひ
か
り

想
見
余
光
輝
想
見
す
余
光
の
輝

よ
町
、

玄
鳥
夜
過
庭
玄
鳥
夜
庭
に
過
り

努
髭
能
復
飛
努
髭
と
し
て
能
く
復
た
飛
ぶ

譲
袋
路
蜘
蹴
裳
を
接
、
げ
て
路
に
蜘
頗
し

約
強
不
能
帰
訪
復
し
て
滞
る
能
は
ず

浮
雲
日
千
里
浮
雲
母
に
千
里

安
知
我
心
悲
安
ん
ぞ
我
が
心
の
悲
し
み
を
知
ら
ん
や

思
得
護
樹
校
思
ふ
寝
樹
の
枝
を
得
て

以
解
長
潟
鋭
以
て
宮
沢
き
渇
凱
を
解
か
ん
こ
と
を

こ
の
詩
、
『
芸
文
類
緊
』
巻
二
十
九
に
、
「
漢
の
李
陵
、
蘇
武
に
贈

る
別
れ
の
詩
」
と
し
て
収
め
る
。
鈴
木
修
次
氏
は
、
こ
り
詩
を
含
む

蘇
武
・
李
陵
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
離
別
の
詩
は
、
後
人
が
そ
の
名
の

下
に
、
離
別
を
テ
ー
マ
と
し
て
習
作
し
た
も
の
と
想
定
さ
れ
た
0

2
漠
貌
詩
の
研
究
い
第
一
一
家
、
第
四
項
、
四
伝
蘇
'
武
・
李
陵
詩
考
〉

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
本
文
に
つ
い
て
言
え
ば
、
一
篇
を
通
し

て
受
け
る
印
象
や
用
惑
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
少
な
く
と
も
表
面
的
に

は
「
思
婦
」
の
詩
の
性
格
を
お
び
る
詩
と
思
わ
れ
る
。
或
は
「
思

婦
」
の
詩
の
発
想
に
よ
り
つ
つ
離
別
の
情
を
歌
う
と
一
一
一
一
向
っ
て
も
よ
い

で
あ
ろ
う
か
。

「
長
風
鳴
北
林
い
は
、
明
か
に
『
詩
経
』
秦
風
、
自
民
風
の
「
献
た

る
彼
の
嵐
氏
風
、
欝
た
る
彼
の
北
林
。
」
を
踏
ま
え
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
篇
に
つ
い
て
は
、
婦
人
が
夫
の
不
在
を
敷
く
詩
と
の
解

(
朱
莱
『
詩
経
集
伝
』
)
が
あ
る
。
「
笈
裳
」
は
、
恐
ら
く
『
詩
経
』

鄭
風
、
震
裳
の
「
子
恵
し
て
我
を
思
は
ば
、
裳
を
繋
げ
て
湊
を
渉
ら

ん
ご
を
念
頭
に
置
く
で
あ
ろ
う
。
「
饗
裳
」
の
詩
は
、
女
の
男
を
思

う
詩
で
あ
る
。
「
思
得
護
掛
枝
、
以
解
長
海
飢
。
」
も
、
恐
ら
く
コ
一
対

経
』
周
南
、
汝
墳
の
「
彼
の
汝
墳
に
遵
ひ
て
其
の
条
枚
を
伐
る
。
未

で
き

だ
君
子
を
見
ざ
れ
ば
、
怒
と
し
て
-
調
飢
の
如
し
ょ
を
踏
ま
え
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
汝
墳
」
の
詩
も
、
妻
が
夫
を
思
い
、
そ
の
帰

り
を
待
つ
詩
で
あ
る
。
山
内
、
音
陸
機
の
「
思
婦
」
の
詩
「
為
顧
彦
先

矯
掃
詩
」
其
の
ニ
ハ
明
文
選
』
巻
二
十
四
)
に
は
、
「
願
は
く
は
金
石

の
艇
を
保
ち
、
妾
が
長
、
き
銃
渇
を
慰
め
ん
。
」
と
あ
る
。
以
上
、
用

の
上
か
ら
本
篇
を
「
患
婦
」
の
詩
の
性
格
を
有
す
る
も
の
と
理
解
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す
る
所
以
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
詩
の
第
五
、
ム
ハ
句
「
明
月
照
高
楼
、
想
見
余
光

輝
に
は
、
明
か
に
そ
の
前
後
と
の
意
味
上
の
連
結
が
見
ら
れ
な
い
。

そ
し
て
そ
の
前
勾
は
、
前
掲
の
曹
槌
の
「
七
哀
詩
」
に
於
け
る
初
旬

と
同
じ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
二
匂
も
や
は
り
、
「
思
婦
」
の
情

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
象
徴
表
現
と
見
な
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ

こ
の
両
旬
、
以
て
次
匂
を
引
き
起
す
作
用
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
に

於
て
叶
七
友
詩
」
の
そ
れ
に
呉
る
。

以
上
、
庶
以
前
の
「
忠
婦
」
の
詩
に
於
て
、
「
月
」
が
い
か
な
る

形
で
詠
み
込
ま
れ
、
そ
の
表
現
が
い
か
な
る
性
格
、
形
態
を
有
す
る

か
に
つ
い
て
窺
っ
て
き
た
が
、
「
思
婦
」
の
詩
に
於
て
「
月
」
を
歌

う
句
の
い
ず
れ
も
が
、

EU嬬
」
の
情
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
、
言
わ
ば

象
徴
的
表
現
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
多
く
が
、
「
忠
婦
」
の
憂
い
、
悲

京
都
の
心
情
を
叙
述
す
る
句
を
引
き
起
す
。
言
わ
ば
『
詩
経
』
の
詩

に
於
け
る
寸
輿
い
の
如
き
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
看
取

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
尚
、
か
か
る
表
現
に
見
ら
れ
る
「
向
と
は
、
も

と
よ
り
「
共
に
す
る
月
い
で
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
表
現
は
必
ず
し
も
「
思
婦
」
の
詩
に
限
ら

ず
、
男
が
奨
人
を
思
う
詩
ハ
鷲
張
翠
「
常
詩
い
其
の
二
〉
や
失
が
亡

き
襲
を
思
う
詩
〈
背
替
皆
「
悼
亡
詩
い
其
の
一
一
〉
な
ど
に
も
見
え
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
仰
は
「
思
嬬
」
の
詩
に
較
べ
れ
ば
極
め
て
少
な

く
、
や
は
り
「
思
婿
」
の
詩
に
於
て
顕
著
な
も
の
と
一
一
言
う
こ
と
が
で

き
る
。
一
体
、
「
思
婿
」
の
詩
と
一
一
一
一
同
う
も
、
そ
の
多
く
は
男
性
の
手

に
な
る
も
の
で
、
「
思
婦
」
の
詩
で
な
く
と
も
、
男
性
が
自
ら
の
思

い
を
述
べ
る
に
、
部
分
的
に
、
或
は
隠
徴
に
「
思
婦
」
の
詩
の
表
現

手
法
を
用
い
る
こ
と
は
あ
り
得
る
こ
と
で
、
「
思
婦
」
の
詩
で
あ
る

か
否
か
、
「
思
婦
」
の
詩
の
表
現
法
で
あ
る
か
否
か
、
必
ず
し
も
厳
密

に
は
駿
別
で
き
な
い
一
肢
が
あ
る
。

こ
こ
で
、
「
患
婦
」
或
は
「
患
婿
」
の
情
と
「
月
」
と
の
結
び
つ

き
の
必
然
的
要
因
は
何
か
、
こ
れ
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
そ
の

た
め
に
は
、
何
よ
り
「
月
」
に
対
す
る
観
念
を
探
る
必
要
が
あ
る
。

( .26 ) 

吋
詩
経
』
に
於
て
「
月
」
を
…
詠
令
す
る
詩
は
少
な
い
が
、

注
思
す
べ
き
は
披
風
「
月
出
」
の
詩
で
あ
る
。

月
出
絞
今
月
出
で
て
絞
た
り

v
h
A
J
ドし

v'向

後
人
僚
今
佼
人
捺
た
h
ツ
ょ
う
き
ょ
う

釘
窃
糾
令
野
に
し
て
銘
糾
た
わ
ノ

労

心

情

今

ワ

月
出
酷
今

そ
の
中
で

ハ
第
一
章
)

見
出
で

り

勺

野
穣
受
門
出
勺

し
て
援
受
た
り



労
心
機
今
労
心
悩
た
り

月
出
昭
一
今
月
出
で
て
照
た
り

佼
人
煉
今
佼
人
燃
た
り

静
夫
紹
令
好
に
し
て
犬
紹
た
り

労
心
惨
今
労
心
惨
た
り
(
第
一
一
一
章
〉

ん
紙
輩
の
初
旬
を
、
毛
倍
・
制
御
玄
・
朱
茶
と
も
に
「
輿
」
と
し
、
鄭

玄
は
、
「
興
す
る
は
、
婦
人
、
美
色
の
白
哲
有
る
に
聡
ふ
。
」
と
注
し
、

三
掌
と
も
、
「
佼
人
」
即
ち
美
女
を
思
慕
す
る
も
会
う
を
得
ず
、
心

憂
え
る
さ
ま
を
表
わ
す
、
と
と
る
。
ル
ボ
莱
は
、
「
此
も
亦
た
男
女
相
悦

び
て
相
念
ふ
の
詞
な
り
。
一
宮
ふ
と
こ
ろ
は
、
月
出
づ
れ
ば
則
ち
絞
然

の

た
り
。
佼
人
別
ち
依
然
た
り
。
安
ん
ぞ
之
を
見
て
窃
糾
の
清
を
釘
ぶ

る
を
得
ん
や
。
是
を
以
て
之
が
為
に
心
を
労
し
て
情
然
た
る
な
り
。
」

と
ι
一
一
向
い
、
男
女
相
思
慕
す
る
の
詩
と
し
つ
つ
、
結
局
は
、
下
二
匂

を
、
男
が
美
女
を
思
慕
し
憂
え
る
意
に
と
る
。
美
女
の
男
に
対
す
る

思
慕
憂
悶
の
情
は
一
一
言
外
に
含
ま
れ
る
と
見
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し

然
ら
ば
、
初
旬
の
「
月
」
を
歌
う
は
「
思
婦
」
の
詩
の
発
想
に
通
ず

る
こ
と
に
な
る
が
、
未
だ
こ
の
解
あ
る
を
知
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
「
月
」
と
女
性
と
が
緊
密
な
関
係
に
在
る
こ
と
だ
け
は
確
か

で
あ
る
。
次
に
郡
風
「
日
月
」
の
詩
に
つ
い
て
克
て
み
よ
う
。

日
厨
月
諸

東
方
自
出

(錦

東日
jjや
よ足
りや
出
イ〉

父
や
母
や

我
を
畜
一
ひ
へ
や
す

胡
ぞ
能
く
定
ま
る
有
ら
ん
や

み
ち

我
に
報
ゆ
る
に
述
な
ら
ず

(
第
四
章
〉

自
分
を
見
捨
て
て
顧
み
な
い
夫
を
怨
み
、
良
偶
を
選
ん
で

く
れ
な
か
っ
た
父
母
を
怨
ん
で
み
た
り
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の

「
父
今
母
今
」
は
、
明
か
に
「
日
歳
月
諸
」
に
呼
応
し
、
「
東
方
自
出
」
、

部
ち
、
日
月
が
常
に
決
っ
て
東
方
よ
り
出
て
、
遍
く
下
土
を
照
ら
す

に
比
し
て
、
「
潜
我
不
卒
」
、
即
ち
父
母
は
自
分
を
最
後
ま
で
は
よ
く

撫
養
し
な
か
っ
た
、
と
承
け
る
。
朱
蕉
は
初
二
句
を
「
賦
」
、
即
ち

直
叙
法
と
し
、
「
日
」
「
月
」
を
「
父
」
「
母
」
に
係
け
な
い
が
、
こ
こ

は
、
「
日
」
と
「
父
」
、
「
月
」
と
「
母
」
と
係
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
次

の
こ
匂
を
引
き
起
す
、
所
謂
「
輿
」
の
表
現
法
と
と
る
が
自
然
で
あ

ろ
う
。
前
三
章
の
初
二
匂
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
の
で

あ
る
が
、
鄭
玄
が
第
一
章
初
二
匂
に
注
し
て
、
「
日
月
は
国
君
と
夫

人
と
に
聡
ふ
る
な
ヮ
。
」
と
二
一
一
日
う
も
、
か
か
る
理
解
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
尚
、
各
一
章
の
初
二
匂
は
、
以
下
の
句
と
意
味
上
逆
接
の
関

ハ
4〉

需
に
在
れ
ば
、
言
わ
ば
「
反
輿
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

次
の
例
は
『
詩
経
』
の
詩
に
遥
か
に
遅
れ
る
が
、
や
は
り
、
「
日

月
」
と
「
男
女
」
、
或
は
つ
夫
妻
」
と
の
密
接
な
関
係
が
う
か
が
え
、

父
令
母
今

前
能
有
定

報
我
不
述
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し
か
も
よ
り
明
確
で
あ
る
。

大
義
向
勝
漆
大
義
謬
漆
に
同
じ

庭
石
心
不
移
石
に
陸
ざ
れ
ば
心
移
ら
ず

人
誰
不
慮
終
人
誰
か
終
り
を
庖
'
ら
ざ
ら
ん

日
月
有
合
離
日
月
も
合
離
有
り

(
後
漢
の
資
充
と
そ
の
萎
李
夫
人
と
の
連
句
詩
八
『
玉
台
新

詠
集
』
巻
十
〉
〉

妙
哉
英
媛
徳
妙
な
る
か
な
英
援
の
徳

ん
非
配
侯
与
王
宜
し
く
侯
と
王
と
に
配
す
べ
し

一
銭
応
万
世
合
霊
応
は
万
世
に
合
し

日
月
時
相
望
日
月
時
に
相
抱
一
一
む

媒
民
陳
束
吊
媒
氏
東
南
を
陳
ね

品
品
川
限
嶋
前
堂
品
川
市
経
前
蛍
に
鳴
く

(
背
停
玄
「
有
女
篇
」
二
十
一

J
二
十
六
句
〈
『
玉
台
新
一
歌

集
』
巻
二
〉
)

前
詩
に
於
て
は
、
夫
賀
充
が
要
に
対
す
る
換
の
竪
閤
な
る
を
述
ぶ

る
に
対
し
、
嬰
李
失
人
が
、
先
々
の
夫
の
変
心
を
懸
念
し
て
、
「
日

月
も
合
っ
た
り
離
れ
た
り
す
る
も
の
」
と
言
い
、
後
詩
に
於
て
は
、

「
同
月
」
の
時
を
得
て
相
望
む
が
如
く
、
男
女
の
良
縁
を
得
て
婚
儀

に
臨
む
こ
と
を
世
間
う
。
そ
し
て
、
い
ず
れ
も
夫
婦
を
「
日
月
」
に
な

ぞ
ら
え
る
。

謝
荘
の
「
月
賦
」
に
は
、
「
素
婚
を
后
庭
に
集
む
」
と
言
い
、
そ
の

李
善
注
に
は
『
准
南
子
』
を
引
く
。
「
素
嬢
」
、
即
ち
「
檎
蛾
」
或
は

「
短
域
」
の
話
は
、
『
准
富
子
』
覧
冥
訓
に
見
え
る
。

げ

い

ぬ

す

葬
、
不
死
の
薬
を
西
王
母
に
請
ふ
。
短
娘
、
窃
み
て
以
て
月
に

奔
る
。

そ
し
て
、
高
誘
は
こ
れ
に
注
し
て
、
「
垣
域
は
調
介
の
妻
な
り
。
葬
、

不
死
の
薬
を
西
王
母
に
一
請
ふ
。
未
だ
之
を
服
す
る
に
及
ば
ざ
る
に
、

一
磁
波
盗
み
、
之
を
食
し
て
仙
た
る
を
得
、
奔
り
て
月
中
に
入
り
て
月

の
精
と
為
る
。
」
と
一
一
一
一
口
う
G

ま
た
葬
に
つ
い
て
は
、
弓
の
名
人
に
し

て
、
発
の
時
、
十
倍
の
日
が
並
び
出
て
皐
越
を
も
た
ら
し
た
の
で
、

発
の
命
を
承
け
て
こ
れ
を
射
、
う
ち
九
偲
を
射
落
し
た
と
伝
え
る
。

(
事
は
『
准
高
子
』
本
経
割
、
及
ぴ
そ
の
高
誘
注
に
見
ゆ
。
)
こ
の

話
、
及
び
努
が
月
の
精
と
な
れ
る
{
組
織
の
夫
で
あ
る
と
と
を
合
わ
せ

考
え
る
と
、
初
計
は
日
の
精
と
見
な
す
べ
く
、
従
っ
て
、
こ
こ
に
も

「
日
」
と
「
夫
」
ハ
葬
〉
、
「
月
〕
と
「
婦
」
(
一
胞
蛾
〉
と
い
う
構
図
が

成
り
立
つ
。

か
か
る
例
に
見
る
如
き
「
日
」
と
「
夫
」
「
父
'
」
、
「
月
」
と
「
婦
」

「
母
」
と
を
そ
れ
ぞ
れ
結
び
つ
け
る
要
因
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
陰

陽

の

い

。
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に
、
在
り
、
夫
人
は
湧
に
'
在
り
。
大
切

は
東
に
生
じ
、
月
は
沼
に
生
ず
。
此
れ
陰
陽
の
分
、
夫
婦
の
位
な



り
。
」
と
あ
り
、
「
婦
」
を
そ
れ
ぞ
れ
協
と
陰
と
に
配
す
る
。

ま
た
吋
准
南
子
』
天
文
訓
に
、
「
日
は
陽
の
主
な
り
。
〈
略
〉
丹
は
陰

の
宗
な
り
に
と
奮
い
、
吋
P
M
氏
春
秋
h

巻
九
、
季
秋
紀
、
精
通
に
、

「
月
は
群
桧
の
本
な
り
ょ
と
一
一
一
一
向
う
如
く
、
関
の
主
た
る
「
時
」
に
対

し
て
、
陰
の
主
た
る
「
月
」
と
の
観
念
が
も
と
も
と
在
る
。
従
っ
て
、

陰
陽
の
観
念
に
於
て
は
、
「
日
」
が
「
夫
」
の
主
な
る
に
対
し
て
、

「
月
」
は
「
婦
」
の
ま
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
意
味
に
於
て
、

「
自
」
「
月
」
は
「
失
」
「
婦
」
の
言
わ
ば
象
徴
的
存
在
と
一
言
う
こ
と
が

で
き
る
。
さ
き
の
葬
と
そ
の
婆
短
蛾
と
の
話
も
、
も
と
よ
り
、
か
か

ハ
5
〉

る
陰
陽
観
が
そ
の
下
地
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
思
婦
」
の
詩
の
盛
行
す
る
そ
の
最
中
に
位
躍
す
る
謝
荘
の
「
月

賦
」
。
そ
こ
に
は
、
「
誌
は
陽
を
以
て
徳
あ
り
、
月
は
陰
を
以
て
霊
あ

り
。
」
と
、
「
日
」
の
陽
な
る
に
対
し
て
、
「
月
」
の
陰
な
る
を
説
く
、

こ
れ
即
ち
、
「
閉
山
婦
」
の
誌
に
於
け
る
「
月
」
が
陰
陽
観
と
決
し
て

無
縁
で
な
い
こ
と
を
暗
示
し
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

「
思
婦
」
の
詩
に
於
て
、
作
者
は
多
く
「
日
」
に
及
ば
な
い
。
し

か
し
、
筆
者
は
、
以
上
見
て
来
た
如
く
、
「
月
」
を
陰
の
主
と
見
、

「
群
陰
」
の
一
た
る
「
婦
」
の
主
で
あ
る
と
の
観
念
が
本
来
存
し
、

そ
れ
が
、
「
思
婦
」
と
「
月
」
と
を
結
び
つ
け
た
そ
も
そ
も
の
要
密
で

あ
ろ
う
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
「
月
」
の
精
「
短
蛾
」
ハ
錦
妓
・
素
織

と
も
〉
の
伝
説
と
の
関
連
も
関
心
の
持
た
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る

が

、

於

て

こ

れ

を

敬

う

例

は

寧

ろ

僅

か

で

あ

り

、

「
明
月
を
共
に
す
る
い
の
発
想
と
と
も
に
、
こ
れ
が
そ
の
そ
も
そ
も

の
要
問
で
あ
る
と
は
到
底
見
な
し
難
く
、
寧
ろ
後
次
的
な
も
の
と
考

え
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

の

四

と
こ
ろ
で
、
一
月
」
を
「
腕
」
を
以
て
呼
ぶ
例
が
在
る
。

絞
若
間
関
税
之
升
巌
。
ハ
絞
と
し
て
明
'
魂
の
援
に
升
る
が
若
し
。
〉

(
班
捷
好
「
簿
素
賦
」
〈
『
古
文
苑
』
巻
一
ニ
〉
)

月
羽
絞
索
娘
。
(
月
羽
素
税
絞
か
な
り
。
)
(
宋
武
帝
「
北
伐
詩
」

〈
『
芸
文
類
家
』
巻
五
十
九
〉
)

円
規
当
虚
閥
、
清
光
流
患
築
。
(
円
塊
虚
閣
に
当
り
、
清
光
忠

窓
に
流
る
。
〉
〈
梁
武
帝
「
擬
拐
月
照
高
楼
L

〈
『
玉
台
新
一
詠
集
』

巻
七
〉
)

上
弦
如
半
壁
、
初
媛
似
蛾
居
。
(
上
弦
半
壁
の
如
く
、
初
塊
蛾

眉
に
似
た
り
。
)
(
北
毘
王
褒
「
一
詠
月
婚
人
詩
」
〈
『
芸
文
類
緊
』

巻
一
〉
〉

こ
の
「
規
a

一
、
一
一
一
一
向
う
ま
で
も
な
く
、
陽
に
属
す
る
「
魂
」
に
対
し

て
、
陰
に
属
す
る
「
一
瞬
3

一
で
あ
る
。
『
説
文
解
字
』
九
上
に
は
、
「
'
魂
」

に
つ
い
て
「
陰
神
な
り
ょ
と
解
し
、
『
周
易
参
同
契
』
中
篇
に
も
、

「
陽
神
日
魂
、
陰
神
月
瞬
、
魂
と
魂
と
互
ひ
に
宅
室
と
為
る
。
」
と
あ
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る
。
こ
れ
ら
の
例
は
、
「
日
月
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
魂
'
魂
」
に
通
ず
る

属
性
の
存
在
を
認
め
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
然
ら
ば
、
「
月
」
を
「
掃
一

の
象
徴
と
す
る
も
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
更
に
、
「
月
」
が
言
わ
ば

「
婦
」
の
務
、
或
は
「
腕
」
(
た
ま
し
い
)
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る

存
在
で
あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
『
礼
記
』
礼
遼
に
、

た

の

ご

う

ば

く

「
君
と
夫
人
と
交
々
献
じ
、
以
て
魂
鋭
を
一
議
し
ま
し
む
。
是
を
合
莫

と
謂
ふ
。
」
と
あ
る
に
よ
っ
て
も
う
か
が
え
る
よ
う
で
あ
る
。

新
裂
斉
軌
紫
新
た
に
斉
の
軌
素
を
裂
け
ば

絞
潔
如
霜
雪
絞
潔
に
し
て
霜
雪
の
如
し

裁
為
合
歓
扇
裁
ち
て
合
歓
の
溺
と
為
せ
ば

間
部
似
間
的
月
間
関
と
し
て
明
月
に
似
た
り

か
い
し
ゅ
う

出
入
者
懐
袖
君
が
犠
袖
に
出
入
し

動
揺
徴
風
発
動
揺
し
て
微
風
発
す

常
恐
秩
節
歪
常
に
恐
る
秋
節
の
歪
り
て

涼
風
奪
炎
熱
涼
風
炎
熱
を
奪
ひ

b
c
ょ
う
し

非
摘
駿
笥
中
健
協
同
の
中
に
奔
揖
せ
ら
れ

感
情
中
道
総
恩
情
中
道
に
純
え
ん
こ
と
を

(
明
文
選
』
巻
二
十
七
〉

こ
の
持
、
成
暗
の
飽
愛
を
越
飛
燕
姉
妹
に
奪
わ
れ
た
班
捷
好
が
、

己
が
身
の
不
過
を
悲
し
ん
で
作
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
「
怨
歌
行
」
と

題
す
る
詩
で
あ
る
。
ハ
吋
五
台
新
一
祢
集
』
巻
一
に
は
「
怨
詩
」
と
題
し

て
絞
め
る
。
尚
、
作
者
に
つ
い
て
は
肖
議
論
が
存
す
る
。
)

君
の
懐
に
風
を
送
る
一
扇
、
そ
れ
は
姶
も
「
拐
月
」
の
如
き
円
扇

〈
丸
う
ち
わ
)
。
し
か
し
、
こ
の
「
明
月
」
、
前
匂
の
「
合
歓
篇
」
ハ
表

と
裏
か
ら
結
り
合
わ
せ
て
作
っ
た
一
扇
一
)
が
夫
婦
和
合
の
象
徴
と
し
て

の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
を
参
し
て
も
、
震
の
形
の
み
を
意
味
す
る
も
の

で
な
く
、
「
思
婦
」
の
象
徴
と
し
て
の
「
明
月
」
で
も
あ
る
。
そ
し

て
そ
れ
は
、
「
思
婦
」
の
「
精
」
、
即
ち
「
塊
」
ハ
た
ま
し
い
)
を
も

示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
飽
照
の
「
代
准
荷
王
二
詰
」
其
の
二

Q
玉

台
新
一
歌
集
』
巻
九
〉
の
一
節
、

顕
逐
明
月
入
君
懐
顕
は
く
は
明
月
を
逐
ひ
て
君
が
懐
に
入
ら

ん
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入
君
懐
結
君
現
君
が
懐
に
入
り
て
君
が
現
を
結
ば
ん

怨
君
懐
君
持
君
愛
君
を
怨
み
君
を
恨
み
君
が
愛
を
侍
む

こ
こ
に
「
現
月
」
に
も
向
様
の
意
味
が
読
み
取
れ
な
い
で
あ

ろ
う
か
。

結

び

一
所
諮
の
詩
に
於
て
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
「
月
」
を
詠
ず

る
表
現
。
そ
の
表
現
の
在
り
方
の
特
徴
は
象
徴
性
に
富
む
こ
と
に
在

り
、
そ
の
本
文
に
於
け
る
性
格
は
、
以
て
「
思
婿
」
の
矯
を
イ
メ
ー

ジ
し
、
或
は
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
「
思
婦
」
の
情
の
叙
述
を
引



き
起
す
、
品
一
一
向
わ
ば
円
詩
経
』
の
詩
に
於
け
る
「
輿
い
に
通
ず
る
所
が

あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
表
現
上
の
特
徴
、
性
格
は
、
本
来
、
「
思

婦
」
或
は
「
忠
婦
」
の
情
と
「
月
」
と
の
本
質
的
な
関
係
か
ら
来
る

も
の
で
、
「
陰
」
の
主
た
る
「
月
」
と
、
所
謂
「
群
陰
」
の
一
た
る

「
婦
」
と
い
う
陰
陽
観
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
「
婦
」
に

と
っ
て
の
「
月
」
は
、
そ
の
意
味
で
象
徴
的
存
在
で
あ
り
、
ま
た
、

そ
の
「
精
」
即
ち
「
悦
」
(
た
ま
し
い
)
と
も
見
な
す
べ
き
存
在
で
、

「
婦
」
の
持
、
或
は
「
婦
」
の
立
場
に
立
つ
詩
の
中
心
を
な
す
「
思

婦
」
の
詩
に
そ
れ
が
象
徴
的
に
歌
い
出
さ
れ
た
も
の
と
忠
わ
れ
る
。

「
思
婦
」
の
詩
に
は
、
一
所
謂
「
月
を
共
に
す
る
」
の
発
想
も
見
ら

れ
る
が
、
そ
の
例
少
な
く
、
こ
れ
を
以
て
「
思
婦
」
の
詩
と
「
月
」

と
を
結
ぶ
そ
も
そ
も
の
要
因
と
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
そ
れ
は
寧

ろ
、
言
わ
ば
後
次
的
、
副
次
的
な
も
の
と
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
。

日記
〈

1
〉
「
物
思
い
に
沈
む
婦
人
」
、
或
は
「
(
夫
、
を
思
い
〉
空
間
闘
を
か
こ
つ
婦

人
」
の
意
と
し
て
用
い
る
。
「
東
南
有
思
婦
、
長
歎
充
幽
問
問
。
」
〈
陸
機
「
為

願
彦
先
贈
婦
詩
」
〉
「
普
日
、
前
扇
子
建
七
哀
詩
日
、
上
有
愁
思
婦
、
悲
歎
有

余
{
及
。
」
ハ
『
六
臣
註
文
選
』
巻
二
十
四
〉

ハ
2
〉
李
替
は
こ
の
歌
の
「
美
人
」
に
つ
い
て
、
『
楚
辞
』
九
歌
、
少
司
命

の
「
望
長
人
今
未
来
」
(
美
人
を
望
め
ど
も
未
だ
来
ら
ず
〉
の
句
を
以
て

剖
一
が
し
、
張
銑
は
、
「
業
人
は
君
子
に
鴨
ふ
る
な
り
に
と
注
す
。
「
美
人
」

の
用
例
は
間
以
…
設
昨
い
に
於
て
顕
著
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
歌
の
口
駒
か

ら
、
円
融
A

辞
い
に
於
け
る
そ
れ
が
意
識
さ
れ
て
い
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
。

「
，
離
騒
」
「
九
歌
」
(
少
可
命
〉
「
九
章
」
(
拙
思
・
思
惑
〈
人
)
に
於
け
る
「
葵

人
」
、
古
注
は
略
々
君
主
を
さ
す
と
見
る
。
「
長
人
」
の
第
一
義
は
、
『
一
詩

経
』
羽
風
、
舘
今
の
「
西
方
美
人
」
「
彼
美
人
」
が
男
性
で
あ
る
如
く
、

必
ず
し
も
「
美
女
」
の
怒
と
は
限
ら
な
い
が
、
朱
莱
が
「
離
騒
」
の
「
美

人
」
に
つ
い
て
、
「
繋
人
と
は
美
好
の
婦
人
を
謂
ふ
。
蓋
し
託
詞
し
て
意

を
君
に
寄
す
る
な
り
。
」

Q
楚
辞
集
詮
』
巻
一
〉
と
注
す
る
如
く
、
「
羨

女
」
の
窓
と
す
る
が
一
般
で
あ
る
。

ハ
3
〉
明
詩
経
』
の
所
謂
「
六
議
」
の
う
ち
、
「
比
」
「
輿
」
の
義
に
つ
い
て

は
古
来
必
ず
し
も
定
説
を
克
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
古
川
礼
』
大
師
の
郵
玄

の
注
に
引
く
鄭
可
制
慌
の
説
、
「
比
と
は
、
物
に
比
方
す
る
な
り
。
閣
内
と
は
、

物
に
託
事
す
る
な
り
己
及
び
朱
莱
の
「
比
と
は
、
被
物
を
以
て
此
物
に
比

す
る
な
り
。
」
「
輿
と
は
、
究
、
つ
他
物
を
4

一
一
向
ひ
て
、
以
て
詠
ず
る
所
の
詞
を

引
き
起
す
な
り
J

q
詩
経
集
缶
』
〉
の
定
義
に
従
う
こ
と
と
す
る
。

ハ
4
〉
高
田
一
兵
治
氏
は
、
「
集
伝
は
賦
と
す
る
が
、
こ
れ
は
比
と
見
て
よ
い

(
邸
説
〉
で
あ
ろ
う
。
日
月
の
照
臨
を
以
て
、
荘
公
が
己
を
顧
み
な
い
こ

と
を
反
比
し
た
の
で
あ
る
J

Q
詩
経
』
〈
集
英
社
、
漢
詩
大
系
〉
〉
と
説
か

れ
る
。
挑
際
恒
は
「
輿
に
し
て
比
な
り
。
」
(
『
詩
経
通
論
』
巻
一
ニ
)
と
説

。

ノ¥、

く31) 

〈

5
)

小
南
一
郎
氏
は
「
陰
陽
」
に
関
し
て
、
こ
の
努
と
垣
織
の
話
を
引
き

つ
つ
、
陰
揚
の
結
合
片
山
新
し
い
生
命
力
を
生
み
出
す
、
即
ち
再
生
を
意
味

し
、
一
持
生
を
生
み
出
す
陰
と
践
と
の
結
合
は
、
最
も
端
的
に
男
女
の
性
的



結
合
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
冒
の
こ
と
を
説
か
れ
る
。
(
『
中
国
の
神
話
と

物
語
り
』
第
一
意
五
、
陰
陽
の
突
会

i
天
地
構
造
と
の
対
応
〈
岩
波
書
癌

刊〉

ハ
駒
場
東
邦
高
校
)

( 32 ) 


